
液体時計をつくることに上っマ こ 液体によっ

て密度がちがうことや、水と油0)ように溶いない液

体があることなど、液体の不忍議な性質を楽しませ

＊ねらい
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1. 液体時計を作る

［準備物］――-----­

• 容器（ミネラルウォ ーターがよい）

・ スチロ ー ル樹脂のトレイやプラスチック板

・ ビニ ー ルテ ー プ ・ X」油やサラダ油

• カッター ナイフ• 絵の具やインク

• メスシリンダ ー

・洗面浩等

• コンパス

・定規

2つあける。

※穴の大きさは、 サラタ油の場合図3を灯

油の場合図4をめやすにする0

図3

(1) 作り方

① ミネラルウォ ー タ ーのボトルをカッタ ーで
2つに切る。

※手を切りやすいので十分注意させる。

図I

②切ったボトルの半分をスチロ ー ルのトレイ

にのせて、形をとり、 カッター で切り取る。
※この時、 ボトルの大きさよりもわずかに

大きく切りとらないと、 ゆるみがでてし

まうので注意する。
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図4

④穴をあけたスチロ ールのしぎり板をボトル

にはめこむ。

※この時、 スチロ ー ル板がゆるくて、 すぐ

はずれてしまうようであれば、 祈しいも

のを切り取ったほうが良い。
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⑤2つに切ったボトルを合わせて、

テ ー プなどの耐水性があるテ ープできっち

り巻く。

※テ ー プはなるべく透明のものが良い。

ビニ ー ル

③刀り取ったスチロ ールのしきり板に、 穴を
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図6

⑥水道の水を容器一杯にいれて、 水もれがな

もう一度テ ープ

図7

⑦色水をボトルの半分まで入れ、 灯油かサラ

ダ油をいれてキャップを閉めると完成。 
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